
絶
好
の
登
山
日
和
に
恵
ま
れ
、
い
ざ
甲
武
信
ヶ
岳
へ
！

　
こ
の
源
流
標
木
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
53
年
。
当
時
長
岡
市
長
だ
っ
た
小
林
孝
平
氏

を
会
長
と
す
る
実
行
委
員
会
が
信
濃
川
・
千
曲
川
・
犀
川
治
水
百
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
行
っ
た
。
村
長
で
あ
っ
た
由
井
近
江
氏
（
現
村
長
の
父
）
が
揮
毫
し
た
「
千
曲
川
　

信
濃
川
　
水
源
地
標
」
の
文
字
を
油
井
久
安
さ
ん
が
欅
の
木
に
刻
ん
だ
。「
依
頼
が
来
た
の

は
３
月
だ
っ
た
な
ぁ
」
と
振
り
返
る
。
当
時
大
工
を
し
て
い
た
久
安
さ
ん
に
、
白
羽
の
矢
が

立
て
ら
れ
た
。
太
く
て
堅
い
欅
の
柱
に
文
字
を
刻
む
た
め
に
、
専
用
の
道
具
を
買
い
揃
え
て

臨
ん
だ
と
い
う
。
文
字
が
書
か
れ
た
紙
を
柱
に
貼
り
付
け
、
刻
ん
で
い
く
。
彫
っ
た
と
こ
ろ

を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
て
炭
化
さ
せ
、
く
ぼ
ま
せ
て
か
ら
白
い
ペ
ン
キ
を
た
っ
ぷ
り
と
入

れ
込
む
よ
う
に
塗
る
。
仕
事
を
始
め
て
か
ら
10
日
ほ
ど
で
仕
上
げ
ら
れ
た
。

　「
仕
上
げ
て
か
ら
も
大
変
だ
っ
た
ん
だ
」
と
久
安
さ
ん
。
現
場
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
吊

り
上
げ
る
し
か
な
い
。
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
厳
重
に
梱

包
し
、
梓
山
の
広
い
場
所
か
ら
飛
び
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が

縦
に
吊
っ
た
柱
が
木
に
引
っ
か
か
っ
て
う
ま
く
運
べ
ず
、
一
度

戻
っ
て
横
に
吊
っ
た
。
水
源
地
は
樹
林
帯
だ
か
ら
下
ろ
せ
な

い
の
で
、
尾
根
ま
で
飛
ん
で
柱
を
落
と
し
、
地
元
建
設
業
の

職
人
さ
ん
た
ち
が
水
源
地
ま
で
運
ん
だ
そ
う
。
自
然
保
護

の
観
点
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
使
わ
ず
、
深
く
掘
っ
た
穴
に

柱
を
立
て
て
、
こ
の
標
木
が
完
成
し
た
。
こ
の
年
の
７
月
30

日
に
は
、
新
潟
・
長
野
両
県
か
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し

て
現
地
で
記
念
式
典
が
催
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
46
年
、
標

木
は
今
も
し
っ
か
り
と
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
甲
武
信
ケ
岳
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

山
梨
、
埼
玉
、
長
野
の
三
県
に
ま
た
が
っ

て
い
ま
す
。
頂
上
に
降
っ
た
雨
は
、
笛
吹

川
か
ら
富
士
川
と
な
っ
て
太
平
洋
へ
、
荒

川
と
な
り
東
京
湾
へ
、
千
曲
川
か
ら
信
濃

川
と
な
り
日
本
海
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。

三
つ
の
水
系
の
総
流
域
の
長
さ
は
延
べ
７

１
２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。「
そ
の
頂
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
山
好
き

な
ら
誰
し
も
抱
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
夜
中
ま
で
は
土
砂
降
り
で
し
た
が
、

朝
か
ら
は
素
晴
ら
し
い
天
気
で
、
遠
く
の

山
並
み
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
登
山
日
和
で
し
た
。
次
回
は
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
富
士
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
回
の
山
行
は
、
富
士
山
麓
一
周
を
共

に
歩
い
た
山
ガ
ー
ル
た
ち
と
の
再
会
の
た

め
に
企
画
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
を
見
よ
う
と
十
文
字
峠
か
ら
の
周

回
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
既
に
見
頃

を
過
ぎ
て
い
た
た
め
、
こ
の
ル
ー
ト
を
選

び
ま
し
た
。
水
源
地
ま
で
は
急
登
は
な

い
も
の
の
、
長
い
道
の
り
で
す
。

　毛
木
平
駐
車
場

　
　
　←

　90
分

　ナ
メ
滝

　
　
　←

　50
分

　千
曲
川
水
源
地

　
　
　←

　45
分

　甲
武
信
ヶ
岳
山
頂

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

ベニバナイチヤクソウがお出迎え

毛木平駐車場に
向かう林道脇は
群生地。

毛木平駐車場を出発 標高
1460m

標高
2200m

標高
2475m

駐車場は観光バスと県外ナ
ンバーでいっぱい。路肩に
駐車している車も。

樹林帯の登山道付近には小
さな山の花たちが咲き、カッ
コウやウグイスのさえずりが
聞こえる。

道祖神のような石の
道標には「右ハ山道」
「左ハ三峯」と書かれ
ている。秩父の三峯
神社へと続く参詣道
でもあったのだ。

日光が木々に遮られ
湿気の多い環境が
保たれているのか、
石には苔がびっしり
生えている。

岩肌を滑るように水が流れ落ちる
ナメ滝。水源地までの登山道は
千曲川に沿って続いている。

小さな泉にひっそりと
湧く水は、少し先で
音を立てて流れ始め、
日本一長い川になる。

水源地から尾根に上
がったところにある分
岐。ここまで来れば
もう少し。

山頂近くの石の影な
どにあるピンクのかわ
いい花。

シロバナノヘビイチゴ

キバナノ
コマノツメ

ミヤマカタバミ

この標本を刻んだのは

油井 久安 さん（樋沢）

三峯神社への道標

苔むす森
ナメ滝

水源地

国師・金峰への分岐点

イワカガミ
山頂

　源
流
標
木
の
物
語

甲
武
信
ヶ
岳 

山
行
記
6/1

土

館報かわかみ   7.20 2024 6館報かわかみ   7.20 20247



絶
好
の
登
山
日
和
に
恵
ま
れ
、
い
ざ
甲
武
信
ヶ
岳
へ
！

　
こ
の
源
流
標
木
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
53
年
。
当
時
長
岡
市
長
だ
っ
た
小
林
孝
平
氏

を
会
長
と
す
る
実
行
委
員
会
が
信
濃
川
・
千
曲
川
・
犀
川
治
水
百
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
行
っ
た
。
村
長
で
あ
っ
た
由
井
近
江
氏
（
現
村
長
の
父
）
が
揮
毫
し
た
「
千
曲
川
　

信
濃
川
　
水
源
地
標
」
の
文
字
を
油
井
久
安
さ
ん
が
欅
の
木
に
刻
ん
だ
。「
依
頼
が
来
た
の

は
３
月
だ
っ
た
な
ぁ
」
と
振
り
返
る
。
当
時
大
工
を
し
て
い
た
久
安
さ
ん
に
、
白
羽
の
矢
が

立
て
ら
れ
た
。
太
く
て
堅
い
欅
の
柱
に
文
字
を
刻
む
た
め
に
、
専
用
の
道
具
を
買
い
揃
え
て

臨
ん
だ
と
い
う
。
文
字
が
書
か
れ
た
紙
を
柱
に
貼
り
付
け
、
刻
ん
で
い
く
。
彫
っ
た
と
こ
ろ

を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
て
炭
化
さ
せ
、
く
ぼ
ま
せ
て
か
ら
白
い
ペ
ン
キ
を
た
っ
ぷ
り
と
入

れ
込
む
よ
う
に
塗
る
。
仕
事
を
始
め
て
か
ら
10
日
ほ
ど
で
仕
上
げ
ら
れ
た
。

　「
仕
上
げ
て
か
ら
も
大
変
だ
っ
た
ん
だ
」
と
久
安
さ
ん
。
現
場
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
吊

り
上
げ
る
し
か
な
い
。
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
厳
重
に
梱

包
し
、
梓
山
の
広
い
場
所
か
ら
飛
び
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が

縦
に
吊
っ
た
柱
が
木
に
引
っ
か
か
っ
て
う
ま
く
運
べ
ず
、
一
度

戻
っ
て
横
に
吊
っ
た
。
水
源
地
は
樹
林
帯
だ
か
ら
下
ろ
せ
な

い
の
で
、
尾
根
ま
で
飛
ん
で
柱
を
落
と
し
、
地
元
建
設
業
の

職
人
さ
ん
た
ち
が
水
源
地
ま
で
運
ん
だ
そ
う
。
自
然
保
護

の
観
点
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
使
わ
ず
、
深
く
掘
っ
た
穴
に

柱
を
立
て
て
、
こ
の
標
木
が
完
成
し
た
。
こ
の
年
の
７
月
30

日
に
は
、
新
潟
・
長
野
両
県
か
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し

て
現
地
で
記
念
式
典
が
催
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
46
年
、
標

木
は
今
も
し
っ
か
り
と
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
甲
武
信
ケ
岳
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

山
梨
、
埼
玉
、
長
野
の
三
県
に
ま
た
が
っ

て
い
ま
す
。
頂
上
に
降
っ
た
雨
は
、
笛
吹

川
か
ら
富
士
川
と
な
っ
て
太
平
洋
へ
、
荒

川
と
な
り
東
京
湾
へ
、
千
曲
川
か
ら
信
濃

川
と
な
り
日
本
海
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。

三
つ
の
水
系
の
総
流
域
の
長
さ
は
延
べ
７

１
２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。「
そ
の
頂
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
山
好
き

な
ら
誰
し
も
抱
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
夜
中
ま
で
は
土
砂
降
り
で
し
た
が
、

朝
か
ら
は
素
晴
ら
し
い
天
気
で
、
遠
く
の

山
並
み
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
登
山
日
和
で
し
た
。
次
回
は
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
富
士
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
回
の
山
行
は
、
富
士
山
麓
一
周
を
共

に
歩
い
た
山
ガ
ー
ル
た
ち
と
の
再
会
の
た

め
に
企
画
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
を
見
よ
う
と
十
文
字
峠
か
ら
の
周

回
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
既
に
見
頃

を
過
ぎ
て
い
た
た
め
、
こ
の
ル
ー
ト
を
選

び
ま
し
た
。
水
源
地
ま
で
は
急
登
は
な

い
も
の
の
、
長
い
道
の
り
で
す
。

　毛
木
平
駐
車
場

　
　
　←

　90
分

　ナ
メ
滝

　
　
　←

　50
分

　千
曲
川
水
源
地

　
　
　←

　45
分

　甲
武
信
ヶ
岳
山
頂

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

ベニバナイチヤクソウがお出迎え

毛木平駐車場に
向かう林道脇は
群生地。

毛木平駐車場を出発 標高
1460m

標高
2200m

標高
2475m

駐車場は観光バスと県外ナ
ンバーでいっぱい。路肩に
駐車している車も。

樹林帯の登山道付近には小
さな山の花たちが咲き、カッ
コウやウグイスのさえずりが
聞こえる。

道祖神のような石の
道標には「右ハ山道」
「左ハ三峯」と書かれ
ている。秩父の三峯
神社へと続く参詣道
でもあったのだ。

日光が木々に遮られ
湿気の多い環境が
保たれているのか、
石には苔がびっしり
生えている。

岩肌を滑るように水が流れ落ちる
ナメ滝。水源地までの登山道は
千曲川に沿って続いている。

小さな泉にひっそりと
湧く水は、少し先で
音を立てて流れ始め、
日本一長い川になる。

水源地から尾根に上
がったところにある分
岐。ここまで来れば
もう少し。

山頂近くの石の影な
どにあるピンクのかわ
いい花。

シロバナノヘビイチゴ

キバナノ
コマノツメ

ミヤマカタバミ

この標本を刻んだのは

油井 久安 さん（樋沢）

三峯神社への道標

苔むす森
ナメ滝

水源地

国師・金峰への分岐点

イワカガミ
山頂

　源
流
標
木
の
物
語

甲
武
信
ヶ
岳 

山
行
記
6/1

土

館報かわかみ   7.20 2024 6館報かわかみ   7.20 20247



第51回

館報かわかみ   7.20 20249

自
然
観
察
長
野 

in 

川
上
村

自
然
への
好
奇
心
を
よ
り
深
く

　
今
回
の
観
察
会
に
参
加
し
た
の
は

10
名
で
、
佐
久
や
軽
井
沢
、
遠
く
は

大
町
、
長
野
、
伊
那
な
ど
か
ら
来
ら

れ
ま
し
た
。
毛
木
平
の
森
の
中
に
入

る
と
す
ぐ
に
あ
ち
こ
ち
で
観
察
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ

ミ
が
盛
ん
に
鳴
い
て
い
て
、
近
く
の
木

に
は
抜
け
殻
が
い
っ
ぱ
い
。
下
界
で
は

と
っ
く
に
終
わ
っ
て
い
る
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

ク
ラ
に
感
激
し
た
り
、
サ
ル
オ
ガ
セ
が

た
く
さ
ん
育
つ
環
境
を
考
え
た
り
、

教
え
て
く
だ
さ
る
方
と
の
散
策
は
一

歩
進
め
ば
違
う
観
察
対
象
に
出
会
え

る
密
度
の
濃
い
時
間
で
し
た
。
最
後

に
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
の
ス
ポ
ッ
ト

に
行
く
と
「
わ
ー
、
こ
ん
な
群
落
見

た
こ
と
な
い
！
」
と
感
激
し
、
盛
ん

に
シ
ャッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

かつて川上村の主要産業だった林業につ
いて紹介。天カラにも興味津々の皆さん。

橋の欄干に下がったサナギ。
どんな蝶になるのやら。

林の奥まで群落が広がる
ベニバナイチヤクソウ。
小さな花に雫がついた姿
は宝石のよう。

花は桜に見えないが、
葉や蜜腺の特徴が桜と
同じだという。

毛木平駐車場の東屋には甲武信ヶ岳と周
辺の山々のトレッキングについて情報提
供しているボードが。

薄緑の糸状のものは
サルオガセ（地衣類）。

自
然
観
察
指
導
員
長
野
県
連
絡
会（
自
然
観
察
長
野
）が
、指
導
員
の

レ
ベル
ア
ッ
プ
と
交
流
を
目
的
に
県
内
各
地
で
観
察
会
を
開
催
し
て
い
る
。

今
回
は
田
中
弓
美
子
さ
ん（
御
所
平
）が
幹
事
で
、主
に
川
上
村
毛
木
平

周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
観
察
し
た
。

林業センターでトロッコを見学

サナギ発見！

ベニバナイチヤクソウに感激 !

甲武信ヶ岳を知るエゾハルゼミの
抜け殻

ウワミズザクラ
これが桜!?

藤原忠彦さん宅で３頭の
川上犬を見せていただき
ました。

最後は川上犬に会いに！

6/9日
サルナシの葉が白くなる
のは、花の存在を虫に
知らせるためだと説明し
てくれました。

サルナシの木
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（
編
集
部
：
以
下
編
）
ル
ー
フ
ロ
ッ
ク
の
オ
ー

プ
ン
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
ず
か
半
年
余

り
で
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
着
け
る
の
に
随
分
バ
タ

バ
タ
し
ま
し
た
。

（
編
）
自
分
で
店
舗
を
構
え
る
の
が
夢
だ
っ

た
ん
で
す
か
？

い
え
、
違
い
ま
す
。
カ
ラ
フ
ァ
テ
川
上
店
で

仕
事
を
始
め
た
の
は
、
日
本
で
指
折
り
の
小

川
山
と
瑞
牆
山
で
腕
を
磨
き
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
近
く
に
住
む
（
＝
仕

事
を
見
つ
け
る
）
の
が
一
番
だ
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

（
編
）
で
は
な
ぜ
開
業
を
？

２
０
２
３
年
で
カ
ラ
フ
ァ
テ
川
上
店
の
閉
店

が
決
ま
っ
た
と
き
、
店
が
な
く
な
る
こ
と
に

寂
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
で
開

業
し
て
店
舗
を
運
営
し
て
い
こ
う
と
思
い
至

り
ま
し
た
。

（
編
）
思
い
切
っ
た
決
断
で
す
ね
。
開
業
に

あ
た
っ
て
の
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？　
北
平
さ
ん
は
奥
さ
ん
と
２
人
の
お
子

さ
ん
が
い
ま
す
が
反
対
は
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ワ
ク
ワ
ク
も

あ
り
ま
し
た
。
不
安
４
割
、
期
待
と
ワ
ク
ワ

ク
が
６
割
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

奥
さ
ん
に
は
怒
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ

自
分
は
動
き
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
タ
イ
プ

の
人
間
で
、あ
る
程
度
頭
の
中
で
で
き
上
が
っ

た
状
態
で
奥
さ
ん
に
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

（
編
）
事
後
報
告
で
す
ね
（
笑
）。
こ
れ
か
ら

の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
上
村
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
小
川
山
・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
に

ア
メ
リ
カ
の
ワ
イ
ド
ク
ラ
ッ
ク
の
最
高
峰

「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ク
ラ
ッ
ク
」
に
挑
戦
し
ま

し
た
が
、
登
り
き
れ
ず
断
念
。
今
年
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
予
定
で
、
当
面
の
目
標
は
こ
の
２

つ
で
す
。

　　  クライミングショップ

　　  ROOF ROCK
　　　北平 友哉 さん

ROOF ROCK で開催されたイベント。ROOF ROCK で開催されたイベント。
熱さが伝わります。熱さが伝わります。

「Century Crack」で巨大な岩に挑む北平さん。「Century Crack」で巨大な岩に挑む北平さん。

2015 年パタゴニア クライミング長野・川上がオープンし、2017
年にカラファテへ引き継がれ、2023 年に閉店となりました。小川山、
瑞牆山へ通う多くのクライマーから愛された大切なこの場所を残し
ていくため、クライミングショップ「ROOF ROCK」をオープンし
た元カラファテ川上店スタッフの北平友哉さんに、創業に対する想
いと展望、クライマーとしての挑戦について伺います。



日当たりのいいウッドデッキにひかれて、ぼくが
このお家に来たのは何年前のことだったろう？
パパもママもとってもかわいがってくれるから、
幸せなんだ。最近はママのバッ
グや、いろいろな箱に入るのが
お気に入り。キャットタワーから
いつも２人の帰りを待っていると
ら吉なのでした。　　 とら吉

02
03

誕生日

太陽のように明るくあたたかい未来が訪れ、
大きく羽ばたいてくれるように願いを込めて名づけました。

親御さんからひと言

（保護者：将輝・聡美）

由井　陽來 ちゃん
ひ　  な

御所平

02
15

誕生日

優しく穏やかで思いやりがある人になってほしいという願いを込
め、名づけました。抱っこするとおしゃべりしたりニコニコ笑ったりし
てくれます。ニューフェイスです♥

親御さんからひと言

（保護者：和・和菜）

森泉　寛弥 ちゃん
ひ  ろ  や

大深山

お兄ちゃん、お姉ちゃんがかわいがってくれます♪

樋沢

自分自身の芯を持ち、ぶれない心で芽を咲かせてほしいと名前をつけ
ました。周りの人が笑顔になれるような、素直で優しい子に育ってね。

親御さんからひと言

𠮷澤　芽吹 ちゃん
め  ぶ  き

（保護者：真志・百合華）

03
05

誕生日

早くお兄ちゃんと
遊びた～い！！

抱っこ大好き!!

02
28

誕生日

末っ子長女、驚くほどにぎやかな兄たちからの愛も受けながら、癒しオーラを家中に
放ってくれています。どんな場所でもしっかり地に足つけて、自分らしい花を咲かせて
ほしいと願っています。あたたかく大きな心で、これからも周りを笑顔にしていってね☆

親御さんからひと言

（保護者：忍・楓）

小林 すみれ ちゃん
　　　　

梓山

みんなの顔が見えるとうれしいんだ～♥♥

井出　純一さん  宅  （原）

■ とら吉 （♂）

動物バトンリ
レー

き ち

早く帰って来ないかな～。安心して眠る姿に癒されます。

お気に入りのタワーの上で。
来たばかりのころ、
小さかったとら吉。
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令
和
４
年
に
佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部
の
職

員
で
、
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ー
ム
「
８
ピ
ー

ク
ス
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
川
上
村
に
は「
日

本
の
ヨ
セ
ミ
テ
」
と
呼
ば
れ
る
小
川
山
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
方

が
来
訪
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
救
助
事
案
の
発

生
も
多
く
、
指
揮
隊
車
や
救
助
工
作
車
な
ど
の

消
防
車
両
が
走
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
目
に
し

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
消
防
署
の
勤
務
時

間
内
に
は
、
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
訓
練
だ
け

に
時
間
を
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
山
岳
救

助
事
案
や
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
救
助
事
案
に
対
応

す
る
た
め
に
、
消
防
職
員
有
志
で
資
器
材
を
購

入
し
て
、
休
日
を
使
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め

ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
中
国
・
四
国
地
方
の
ロ
ー
プ
レ

ス
キ
ュ
ー
チ
ー
ム
「
９
Ｐ
Ｍ
」
が
世
界
一
に
な
っ

た
り
、
ア
ジ
ア
圏
の
国
際
大
会
で
日
本
チ
ー
ム

が
表
彰
台
を
独
占
し
た
り
と
、
日
本
の
ロ
ー
プ

レ
ス
キ
ュ
ー
が
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
始
め
ま

し
た
。「
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
標
準
化
」
を
目

標
に
掲
げ
、
日
本
の
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
を
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
「
９
Ｐ
Ｍ
」
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
林
田
さ
ん
を
中
心
に
日
本
国
内
で

　
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
国
際
大
会

　
　「
グ
リ
ン
プ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
参
加
し
て
　
　

佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部
　
　
由
　
井
　
貴
　
啓

の
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
国
際
大
会
「
グ
リ
ン
プ

ジ
ャ
パ
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
自
然
地
形
や

陸
上
競
技
場
を
使
い
、
１
チ
ー
ム
７
名
で
救
出

時
間
や
、
要
救
助
者
へ
の
配
慮
や
安
全
性
を
競

い
ま
す
。
海
外
か
ら
の
注
目
度
も
高
く
、
ス
ペ

イ
ン
、中
国
、韓
国
等
か
ら
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
に
大
阪
府
吹
田
市
で
開
催
さ

れ
た「
グ
リ
ン
プ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
」に
我
々

「
８
ピ
ー
ク
ス
」
が
出
場
し
ま
し
た
。
万
博
公

園
や
陸
上
競
技
場
な
ど
を
使
い
、
３
日
間
で
12

想
定（
※
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
斜
め
に
張
っ
た

70
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
上
っ
た
り
、
宙
づ
り

の
要
救
助
者
を
指
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
救
出

し
た
り
、
ど
れ
も
ハ
ー
ド
な
想
定
で
し
た
。
ス

タ
ー
ト
の
数
分
前
に
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
集
め
ら

れ
、
想
定
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
実
災
害
と
同
様

に
リ
ー
ダ
ー
の
救
助
計
画
を
隊
員
に
伝
え
る
と

こ
ろ
か
ら
競
技
は
始
ま
り
、
タ
イ
ム
が
計
測
さ

ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー

　
　
　
　
　
標
準
化
を
目
指
し
て
　

南
海
ト
ラ
フ
や

　
　
首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
て

れ
ま
す
。
チ
ー
ム
内
の
共
通
言
語
・
共
通
認
識

を
持
っ
て
活
動
す
る
重
要
性
、
そ
れ
は
救
急
活

動
や
消
火
活
動
も
同
様
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
大
会
で
想
定
の
意
図
を
正
確

に
読
み
取
る
に
は
語
学
の
勉
強
も
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
結
果
は
28
チ
ー
ム
中
21
位
で
し
た
。
世
界
王

者
の
「
９
Ｐ
Ｍ
」
と
隣
同
士
で
想
定
を
や
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
力
差
は
歴
然
と
し
て

い
ま
し
た
。
悔
し
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
わ
た
し
た
ち
が
今
ま
で
し
て
き
た

こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
救
助
技
術
に
お

い
て
、
自
分
た
ち
が
世
界
的
に
見
て
ど
の
あ
た

り
に
位
置
し
て
い
る
の
か
明
確
に
わ
か
り
、
こ

れ
か
ら
何
が
必
要
な
の
か
、
チ
ー
ム
内
で
し
っ

か
り
確
認
で
き
ま
し
た
。
１
歩
１
歩
確
実
に
技

術
を
身
に
着
け
、
数
年
以
内
に
世
界
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
当
該
レ
ス
キ
ュ
ー
の
「
お
題
」
と
い
え
る
も
の
。

要
救
援
者
が
い
る
場
所
、
意
識
の
有
無
、
移
動
先

な
ど
の
条
件
設
定
。

　
数
年
以
内
に
必
ず
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る

首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
は
、

間
違
い
な
く
こ
の
技
術
が
必
要
で
す
。
倒
壊
し

て
い
る
高
層
建
物
や
、
地
上
か
ら
進
入
困
難
な

場
所
か
ら
要
救
助
者
を
救
出
す
る
に
は
、
ロ
ー

プ
レ
ス
キ
ュ
ー
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
の
日
本
は
、
災
害
が
起
き
て
か
ら
で
な
い

と
資
機
材
や
新
し
い
技
術
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

せ
ん
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
兵
庫

消
防
は
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
人
を
助
け
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
緊
急
援
助
隊
で
仙
台

に
行
っ
た
と
き
、
兵
庫
消
防
の
資
機
材
や
人
員

の
多
さ
に
は
驚
い
た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い
ま

す
。
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
し
、
そ
の
経
験
で
多
く
の
人
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

と
き
被
災
し
た
人
に
と
っ
て
は
、
次
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
災
害
だ
か
ら
こ
そ
、
準
備
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
８
ピ
ー
ク
ス
」
は
年
齢
に
関
係
な
く
気
づ

い
た
こ
と
を
言
い
合
い
、
共
有
で
き
る
チ
ー
ム

で
す
。
楽
し
く
学
び
続
け
て
い
き
ま
す
。
今
は

小
さ
な
１
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
１
歩
を
多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
で
よ
り

よ
い
活
動
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
要
救

助
者
を
要
救
助
者
に
と
っ
て
大
切
な
人
の
元

へ
、
１
秒
で
も
早
く
返
す
た
め
に
、
自
分
た
ち

ら
し
く
進
ん
で
い
き
ま
す
。

屋上から2階まで、自力では動けない
要救助者を降ろす想定。

チームのワッペン
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歩け歩けの集い

新緑の季節を楽しんで　

甲武信ヶ岳 山行記

自然観察長野 in 川上村

川上村の素顔

ニューフェイス・動物バトンリレー

鰍の眼

教育委員会だより・そうずら源ジイ・
戸籍の窓口・公民館の動き・一喜一憂

目
次

2-3

4-5

6-7

8

9

10

11

12

甲武信ヶ岳はその名の通り甲州、武州、信州の
３つの県の境にある山。富士川、荒川、千曲川
の分水嶺でもある。山頂の標柱は「登りきっ
た！」達成感を空へと放つように立っている。
富士山をはじめ数えきれないほどの山々の頂を
眺め、友とたたえ合いながら別世界を共有する。
よきかな。

山に登れば、友と歩けば
　
前
号
よ
り
連
載
が
始

ま
っ
た
マ
ン
ガ
「
そ
う

ず
ら
源
ジ
イ
」
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
て
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
？
　
こ
の

漫
画
は
読
ん
で
い
た
だ

い
た
通
り
、
川
上
村
の
方
言
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
編
集
委
員
会
に
は
、
生
粋
の
川

上
人
、
他
県
出
身
者
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
な
ど
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が

揃
っ
て
お
り
、
編
集
会
議
で
は
誰

も
が
知
る
方
言
か
ら
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

言
が
飛
び
交
う
興
味
深
い
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
三
世
代
同
居
の
家
族

を
主
役
に
す
る
予
定
で
し
た
が
、

方
言
の
意
味
を
伝
え
る
固
定

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
方
が
よ
い
と

い
う
意
見
が
一
致
し
、
川
上
犬
の

源
ジ
イ
（
名
は
源
流
に
由
来
）
が

誕
生
し
ま
し
た
。
レ
タ
助
よ
り
だ

い
ぶ
お
兄
さ
ん
？
　
で
す
が
、
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

　
ま
た
こ
の
マ
ン
ガ
が
家
族
内

や
職
場
で
の
話
題
と
な
り
、
み
な

さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
取
り
上
げ
て
欲
し

い
方
言
や
そ
の
方
言
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
募
集
中

で
す
。
今
後
と
も
「
源
ジ
イ
」
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　�

������������������������������

　
（
Ｍ
）

【村　勢】

総面積　209.61k㎡

世帯数　1,175世帯

総人口　　3,437人

　　男　　1,785人

　　女　　1,652人 (５月31日現在）

第
４
４
７
号

令
和
６
年
７
月
20
日

館

報

編

集

委

員

会

原

　

達

也

井
出
　
郁
夫
　
　
91
歳
　
原

新
海
　
忠
義
　
　
80
歳
　
原

林
　
　
勝
　
　
　
86
歳
　
秋
山

𠮷
澤
　
ト
ヨ
子
　
86
歳
　
御
所
平

林
　
　
喜
博
　
　
76
歳
　
秋
山

今
井
　
大
貴
　
　
56
歳
　
樋
沢

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

５
月
９
日
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　
　
　
　
　
委
員
会

５
月
10
日
　
館
報
編
集
委
員
会

５
月
25
日
　
歩
け
歩
け
の
集
い

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　
５
月
号
令
和
６
年
度
各
種
団
体

役
員
名
簿
の
若
妻
会
の
名
簿
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
副

会
長
　
関
　
愛
さ
ん
で
す
。
訂
正

し
お
詫
び
し
ま
す
。
　

啓
伸

美
香

古
原
　
旭

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

４
月
１
日
～
５
月
31
日
受
付

あ
さ
ひ

〒
３
８
４-

１
４
０
５

　長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村
大
深
山
３
４
８-

９

川上の林業を
支えたトロッコ

　
川
上
村
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
30
年
代

ま
で
、
林
業
や
落
葉
松
苗
の
生
産
な
ど
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
村
を
支
え
る
産
業
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
村
内
に
は
多
く

の
製
材
工
場
が
設
置
さ
れ
、
木
材
産
業
も

近
代
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
大
正
９
年
に

は
、
ト
ロ
ッ
コ
敷
設
の
た
め
の
契
約
が
な
さ

れ
、
梓
久
保
（
現
在
町
田
市
の
休
暇
施
設

付
近
）
か
ら
御
所
平
ま
で
、
木
材
を
運
ぶ

た
め
の
ト
ロ
ッ
コ
が
走
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

途
中
、
金
峰
山
川
を
渡
る
吊
り
橋
や
、
沢

を
渡
る
橋
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
規
模
の
大
き

さ
が
わ
か
り
ま
す
。
緩
い
勾
配
で
御
所
平
に

向
か
っ
て
下
っ
て
い
く
ト
ロ
ッ
コ
の
速
度
調
整

は
、
滑
車
と
ロ
ー
プ
で
作
ら
れ
た
ブ
レ
ー
キ

を
人
が
操
作
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
木
材

と
と
も
に
犬
（
川
上
犬
よ
り
大
型
だ
っ
た
そ

う
）
を
乗
せ
、
帰
り
は
犬
が
ト
ロ
ッ
コ
を
引
っ

張
っ
て
戻
っ
た
そ
う
で
す
。
大
き
な
木
材
会

社
が
進
出
す
る
な
ど
、
川
上
村
の
林
業
は

昭
和
中
期
に
か
け
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ

ま
し
た
。
現
在
も
、
森
の
交
流
館
樹
木
里

横
に
ト
ロ
ッ
コ
が
展
示
さ
れ
、
千
曲
川
左
岸

な
ど
数
カ
所
で
は
ト
ロ
ッ
コ
軌
道
敷
の
跡
を

部
分
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毛木平駐車場奥に見られるトロッコ軌道敷跡。 草に覆われ見えにくいが、かわかみ保育園近くの軌道敷跡。
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